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地域医療構想専門部会議事録

日時 令和８年３月１７日（火）１８：３０～

会場 ホテルサンプラザ３階 雉子・孔雀の間

林課長 ご案内の時間となりましたので、

ただ今から「令和７年度南空知保健医療福祉圏域連携推進会議

地域医療構想専門部会」を開催いたします。

私は、保健行政室企画総務課長の林でございます。

よろしくお願いいたします。

それでは、資料等については、すでに郵送し、お手元に届いてい

るかと思いますが、

順に、会議次第、出席者名簿、配席図、

その下に、資料１、参考資料としております。

このほか、本日は資料番号が付いておりませんが、

「南空知圏域における地域医療提供体制について」を配布して

おりますが、取扱注意でお願いします。

また、参考として、設置要綱、運営要領、委員名簿を添付して

おります。

不足する書類がありましたらお知らせ願います。

次に委員の皆様の出席状況ですが、

３３名中２２名の皆様にご出席いただいております。

また、委員の皆様の他に、医療機関等からの出席については、

出席者名簿に記載しております。

なお、本日は、地域医療構想の進捗状況等に関しての内容にな

りますので、報道の方は、冒頭のみの撮影とし、報告の

「（１）新たな地域医療構想に関する取りまとめの概要に

ついて」が終わりましたら退出をお願いします。
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それでは、石塚部会長から冒頭のご挨拶をいただいた後、議事に

移らせていただきます。

石塚部会長、よろしくお願いいたします。

石塚部会長 挨拶（別紙）

それでは、次第にそって議事を進めてまいりますが、円滑な議事

進行にご協力をお願いします。

早速、議題の（１）「令和７年度地域医療構想

推進シート（案）について」、お願いします。

澤口企画主幹 下記のとおり説明のため、省略

○ お手元の資料１「令和７年度地域医療構想推進シート（案）」をご覧ください。

○ まず、表紙を開いた１ページ目の

１「地域医療構想の実現に向けた取組の方向性」です。

表の左列にある５項目について、役割分担、回復期の確保、再編統合、在宅医療の確保、

高齢者の住まいの確保等の取組に対して、「現状・課題」を記載し、

その下に「現状・課題」に対する「目指す姿」をそれぞれ整理し、記載しております。

変更はありません。

○ 次に下段２の「圏域内における医療機能及び他圏域との連携等の必要性」について、

１から２ページにかけての記載になりますが、昨年から左の区分に５疾病・５事業を

５疾病・６事業に変更し、２ページ中程に「新感染症発生・まん延時における医療」を

加え、「第２種感染症指定医療機関として岩見沢市立総合病院」を追加しています。

また、１から２ページにかけての指定医療機関等の名称については、道のホームページ

から北海道医療計画の公表基準に合致し、公表に同意をいただいた医療機関名を記載し

ております。

○ 次に（２ページ下段）の３「将来的に不足することが見込まれる医療機能の確保対策

等」の（１）病床の現況及び2025年の見込ですが、将来的には「急性期」が過剰となり、

「高度急性期」・「回復期」の不足が見込まれます。

なお、「慢性期」は、ほぼ必要数の見込です。
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○ 右上、医療機関の個別の結果は、後ほど、１２から１３ページでお知らせします。

○ 次にその下から３ページの中段にかけての

（２－①～③）「不足することが見込まれる医療機能の把握」ですが、

不足することが見込まれる機能として、これまで同様「回復期」としております。

○ ３ページの上段（２－②）不足することが見込まれる医療機能の確保対策においては、

南空知区域の重点課題は「数年内に建て替えを予定している病院における将来の役割・

機能の在り方」としていますので、各医療機関の建替えに向けた検討の中で、

急性期病床・慢性期病床の一部を回復期病床に転換する動きが具体化してきています。

○ この記載の３ですが、

岩見沢市立総合病院と北海道中央労災病院の統合については、

令和６年７月、新病院の施設規模見直しの中間報告

令和７年１月、最終報告がされています。

詳細について、後ほど、御覧ください。また、公立病院の整備計画の進捗状況において

も報告があると思います。

○ ２－③に記載の不足することが見込まれる医療機能の確保、取組目標、スケジュール

○ ３－① 医療機関の再編統合等に向けた動き

○ ３ー② ICTを活用した地域医療情報連携ネットワークの整備状況、

次の４ページの上段の

○ ３－③ 医療機関の再編統合等の取組目標、スケジュール

同様に継続することとしています。

○ 次に、（４ページ上段）の（４）非稼働病床への対応ですが、

非稼働病床数は、令和７年度は９０床となりました。

毎年実施しております意向調査の回答から、非稼働の主な原因として、

看護職員の確保が困難であるを含めた医療職の不足、

入院患者数の減少、コロナウイルス感染防止のために休棟,

廃止予定日が未定の医療機関などがありました。

○ 次に、４「在宅医療等の確保対策」ですが、

（２）訪問診療を実施している医療機関数、R７で24、人口10万対16.3となっています。
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（３）在宅医療等の確保対策のスケジュールに関連し、

南部４町では、切れ目ない患者支援、看取り等に取組む

空知南部医師会では2021年にバイタルリンクを導入、南空知医療・介護多職種連携

情報共有システム（通称：南空知バイタルリンク）として普及促進を図っております。

○ 次に、（５ページから８ページにかけて）の５「地域（市町）における取組」ですが、

こちらの内容は、各市町において毎年更新していただいております。

５P（１）医療と介護が連携した地域包括ケアシステムの構築に向けた基本的な考え方

美唄市、由仁町、栗山町等について、赤字で更新しました。

６P（２）高齢者の住まいの確保

岩見沢市、栗山町等について、赤字で更新しました。

７ページから８ページかけての

（３）その他医療・介護従事者の確保について、

由仁町、栗山町等について、赤字で更新しました。

詳細については、後ほど、ご確認ください。

○ 次に、（８ページ中段）の７「調整会議における協議等」ですが、

７年３月25日の会議の協議結果、

今年度は、書面開催、本日の会議を掲載しております。

○ 次に、９ページ１０ページにかけて

（２）「公立病院経営強化プラン」の進捗状況ですが、

公立病院においては、策定及び更新等がされ、内容についても公表がされております。

詳細については、後ほど、ご確認をお願いします。

〇 次に、（１０ページ）の（３）「公的医療機関等2025プラン」の進捗状況について、

各病院から、プランの進捗状況を回答いただき、更新等を赤字としております。

その内容を掲載しておりますので、後ほどご確認ください。

１０ページ中段からの

○ （４）二次医療圏を越えた広域的な協議は、ございませんでした。

○ （５）圏域内のすべての医療機関の参画、情報共有に係る取組、記載のとおりです。
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○ （６）病床機能報告制度に係る取組は、記載のとおりです。

１１ページ上段

○ （７）地域で不足する外来医療機能の確保に係る取組

初期救急医療、周産期医療、在宅医療について、記載のとおりでございます。

○ 次に、（１１ページ中段）の

８「本年度の取組に関する評価(課題)及び今後の方向性」についてですが、

表左列にある１３区分の項目について、

状況に大きな変化がないことから、概ねこれまでの内容を引き継いでいます。

○ 最後に、（１２～１３ページ）横版の別紙「構想区域内における医療機関の対応方針」

の表をご覧ください。

南空知圏域において一般病床・療養病床を有している病院・診療所の状況です。

○ 個別の医療機関の具体的対応方針には、

① 2025年に持つべき医療機能ごとの病床数

② 2025年を見据えた構想区域において担うべき医療機関としての役割

の２点を含むこととされております。

○ 記載の表は、左から、医療機関名、所在地、紹介受診医療機関等について、

平成２８年からの医療機能別病床数を表にしたものですが、

病床数欄のうち、左側の区分が平成２８年の病床機能報告で報告された病床数、

中央が令和７年の意向調査で各病院・診療所から報告された2025年における病床数、

右側がその差引増減数となっております。

○ また、下段余白に、①から⑤の番号に対応した説明を記載しておりますので、

それぞれ各医療機関の対応方針についてご確認いただければと思います。

○ P13の中段に、令和７年度意向調査における病床数取りまとめました。

高度急性期 ０床

急性期 １０８３床

回復期 １８６床

慢性期 ５１４床

その他（休棟含む）９０床となっております。合計１８７３床です
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○ 詳細については、

資料１の２ページの３将来的に不足することが見込まれる医療機能の確保対策の

（１）病床の現況及び2025年の見込をごらんください。

中程に二重線が引かれています。上は、平成２８年と令和７年の意向調査の比較

下は、必要病床数（2025年推計）から2025の許可病床数との比較したものです。

○ 委員の皆さまには、今後とも、2025年のあるべき姿に向け、

また、地域で必要な医療機能の確保に向けて、

引き続きご協力をいただきますようよろしくお願いいたします。

説明は以上のとおりです。

石塚部会長 ありがとうございました。ただ今、令和７年度の地域医療構想

シート案について報告をいただきました。ご質問はございます

でしょうか。

よろしいでしょうか。それでは、令和７年度の「地域医療構想

シート」については、本日報告いただいた案によりすすめて下

さい。

それでは、続きまして、課題（２）「管内公立病院等の整備計画

の進捗状況について」ご報告いただき、情報共有したいと思いま

す。

まず、岩見沢市立病院市立総合病院と北海道中央労災病院の統

合についてです。令和７年１月に施設規模の見直し等について

の最終報告がだされ、統合時期を令和８年４月に前倒しし、開

院予定が令和10年春から秋に変更されました。

その後、昨年９月から建設地の造成工事等がされ、10月29日に

起工式が行われ、本体工事に着手されたと伺っております。

今後のスケジュール感など、ご発言をお願いします。

岩見沢市立総合 岩見沢市立総合病院事務部長の青山でございます。

病院 新病院の建設と北海道中央労災病院の統合につきまして、一昨年

青山事務部長 の夏に、施設規模の見直しと早期統合について
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本専門部会の構成員である皆様へのご報告とご理解を得ながら

取り組んできました。

来月１日には、予定通り両病院の統合を行い、労災病院で

担ってきた歯科口腔外科や心不全、心臓リハビリテーションを

新年度から市立総合病院で対応できるように準備を進めて

いるところです。

労災病院の患者引継ぎについては、今月末までは当院で受入が

可能な患者数に限りがございましたが、来月には労災病院からの

医療スタッフの移行をうけ、対応できる患者数も増えるため、

圏域内の医療機関との連携を強化しながら、急性期を中心とする

医療の提供を担ってまいりたいと考えております。

新病院の建設につきましては、昨年９月に工事契約を締結し、

１１月から病院本体の工事に着手しており、年明けには杭工事

を完了しております。現在は基礎工事に入っている段階であり、

工事は順調にすすんでおりますが、引き続き令和１０年秋の開院

に向けて取り組んでまいります。

当院では統合後の円滑な病院運営、その後の新病院への移転など

大きな転換を控えておりますが、引き続き皆様のご理解とご協力

を賜りますようお願い申し上げます。

私からは以上でございます。

石塚部会長 ありがとうございました。

また、北海道中央労災病院が３月末を持って、閉院となります

が、北海道中央労災病院さん、何か皆様方にお伝えすること等は

ございませんか。よろしくお願いします。

北海道中央労災 北海道中央労災病院で事務局長をしてます宮地と申します。

病院 先ほど、岩見沢市立総合病院さんのほうから説明がありました

宮地事務局長 が、今年度末３月31日をもちまして閉院ということになります。

当院において、今年度は７０周年ということで、長きにわたり

まして地域の医療機関の皆様、行政機関の皆様、大変お世話に

なりました。

また、岩見沢市立総合病院さんとの統合に向けて、今年度、診療

機能の縮小等に伴い、患者さんの受入にご協力いただきました

近隣の医療機関の皆様に併せて感謝申し上げます。
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大変お世話になりました。ありがとうございます。

石塚部会長 ありがとうございます。

皆様から何か質問等ございますでしょうか。

次に、栗山赤十字病院さんは、新本館が昨年11月竣工、11月は

じめに入院患者の移動がされ、11月４日から外来の診療が開始

されています。さらに、令和８年10月に施設全体の利用開始、

グランドオープンが予定されているとお聴きしています。数ヶ月

経過しましたが、状況等は、いかがでしょうか。

ご発言をお願いいたします。

栗山赤十字病院 栗山赤十字病院の古賀といいます。

古賀事務部長 いま、お話にあったとおり、昨年の11月４日に移転新築が完了

しまして、新病棟が立ち上がりました。今のところは問題なく、

順調にいっておりますが、ベット数が136床から103床となり、

33床減らしました。一般が45、地ケアが14、障がいが44という

形で、33床減らした状態で進めております。

現在、グランドオープンに向けて、残った旧病院の取り壊しを

含めた外構工事を行っている最中で、今年の10月にはグランド

オープンということで、全てが出来上がる予定となっており

ます。今のところスケジュールどおりすすんでいるので、

10月には完成できる状況になっております。

新築後の患者の動向ですけれども、11月に新しい病院ができる

いうことで、移動に手間がかかるということで９月以降、

入院患者の制限、外来の受付も少なくしていたことが

ありましたが、新病院が出来てから11月以降12月にかけて、

以前より入院患者が増えまして、外来患者も増えている状況

になっております。患者減の状況にはなっていないことに

なっております。

新しい病院になりまして、当然ながら患者さんから「綺麗にな

った」「広くなって動きやすい」等のご意見をいただきまし

たが、逆に広くなったことで、「動線が長くなった。」、

また、正面玄関側の外構工事が終わっていないため、裏側から

入っていただいているため、正面玄関が使用できず、



- 9 -

裏側の玄関を使っていただいてるので、患者さんにとっては

受付まで長い距離になっており、ご不便をおかけしております。

また、駐車場は仮の状態であり、道路１本渡ってもらうことと

なり、こちらも冬の間心配してましたが、大きな事故はなかっ

たときいております。

薬局もそうなんですが、以前は正面玄関の向かいにあったの

ですが、移転新築をした時に、現在の古い建物から後ろに

新築しているものですから、距離が遠くなり、苦情があったが、

あと数ヶ月辛抱していただきたいということで、

医師はじめ看護師も頭をさげながら、患者さんにはもう少しの

あいだ我慢してくださいとお話しているところです。

ただ、新築に向けては滞りなくすすんでいて、大きな事故も

ありませんので、スケジュールどおり10月に完成できるかと

思います。

これも、皆様方のお力添えの賜かと思っております。

本当にありがとうございました。

石塚部会長 ありがとうございました。

次に、三笠市立総合病院さんは、令和８年度予算に移転新築に

着工、医師住宅新築等の実施設計も盛り込むとお聴きしていま

す。

今後の工事予定、開院時期等に変更ありませんか。

市立三笠総合 市立三笠総合病院の加藤でございます。よろしくお願いします。

病院 先ほどご紹介がありましたとおり、今現在、実施設計を行って

加藤事務局長 おり、今月末に完了予定ということを聞いていおりますが、

最終段階ではありますけれども、 ほぼ皆様にご了解いただいた

とおりの状況で、もともと私ども199床というところを、

昨年88床に減少させていただいております。

新病院につきましては65床というところで、運営をしていきたい

というふうに考えているところでございます。

本日も議会だったのですが、来週、予算の委員会があるところ

でございます。建設費用の予算を上げている最中ですので、

来月の４月に造成工事の入札が始まる、というふうに考えて

おります。
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こちらのほうも、予定どおりいきますと、

令和10年10月、岩見沢市立さんと同じタイミングで開院という

予定ですすめているところでございます。

以上です。

石塚部会長 ありがとうございました。

ただいま、４ヶ所の病院について、ご発言をいただきましたが、

南空知圏域には、他にも建築後の年数が経っている公立病院、

診療所等がございます。

ただいま、ご発言いただいた市、町以外の公立病院、診療所の

状況について、公表いただける内容でかまいませんので、ご発言

をいただきたいと思います。

まず、町立長沼病院さんについてですが、昨年12月18日に、

令和８年度中に、現在60床の病院から19床の有床診療所に移行

する内容の記事が掲載されたところです。今後の状況、どのよう

に移行されていくのか、ご発言できるところでお願いします。

長沼町 奥原委員、お願いします。

長沼町 長沼町保健福祉課の奥原と申します。

奥原委員 本日は病院の事務局長が不在のため、代表係がご説明いたし

ます。

いまほど、お話がありましたとおり、今現在、令和８年度中、

何月か未定ですが、19床の有床診療所に転換する方向ですすんで

おります。

町民の方々、議会のほうにも説明は終わっておりまして、

あとは諸々の段取りが終わり次第、令和８年度中の有床診療所

となります。

建替の予定は未定ですが、今の建物で有床診療所化をまずする

こととなり、建替については今後の動向、財力の確保等も

含めまして、すすめていくという内容になってございます。

以上です。

石塚部会長 ありがとうございました。

続いて、由仁町立診療所についてですが、１月17日に、由仁

町役場の近隣に移転することが、昨年12月に決定しました。
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今後、具体的な計画を練り、実施計画、2028～2029年度中に

完成を見込んでいるとの記事の掲載がありました。

議会開催との絡みもあるかと思いますが、由仁町 三ヶ田委員

いかがでしょうか。

由仁町 由仁町保健福祉課の三ヶ田と申します。よろしくお願いいたし

三ヶ田委員 ます。

由仁町立診療所につきましては、現在、由仁町複合拠点施設構想

検討委員会において、検討されました候補地について答申を

受け、議会に報告をしております。

基本計画について、令和８年度当所予算として計上しており、

現在、審議中でございます。

現在の町立診療所は、診察の際の待合場所もなく、老朽化が

進んでいる状況でありまして、建替に際しましては、

これまでと同様の19床、診療科目も現在と同様で検討している

状況でございます。

以上です。

石塚部会長 ありがとうございました。

ただ今、それぞれの市、町から建替の進捗状況、検討状況等に

ついてご報告をいただきましたが、委員の皆様からご質問はご

ざいますでしょうか。

石塚部会長 それでは、次に、報告（１）「新たな地域医療構想に関するとり

まとめの概要について」、お願いします。

澤口企画主幹 参考資料「新たな地域医療構想に関するとりまとめの概要」

により説明のため省略

石塚部会長 ありがとうございました。

ただ今、「新たな地域医療構想に関する取りまとめの概要につい

て」、報告をいただきました。

ご質問はございますでしょうか。

冒頭でもお伝えしましたが、ここで、報道の方の退出をお願い
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します。

それでは、次に報告（２）「南空知圏域における地域医療体制に

ついて」ですが、昨年、この会議の場において、北海道せき損

センター須田院長から「将来構想について」、事務局長からその

概要についてお話をいただき、美唄市からは、南空知圏域におけ

る地域慰留の提供体制についての発言がありましたが、現在も

協議中とお聴きしております。

また、この地域医療構想専門部会では、引き続き、情報共有し、

状況に変化があれば、連絡をいただくこととしておりました。

この度、委員の皆様方に経過と今後の進め方について、お伝え

したい等の申出がありました。

それでは、美唄市、北海道せき損センターからご発言をお願

いします。まず、美唄市さん、お願いします。

美唄市 美唄市保健福祉部の谷村と申します。よろしくお願いします。

谷村保健福祉 私のほうから、みな様のお手元ににお配りしております資料

部長 をもとに経過報告と今後の協力依頼につきましてお話させて

いただきたいと思います。

まず１番目としまして、労働者健康安全機構本部を訪問した

ことについてご報告したいと思います。

２月10日に、労働者健康安全機構本部を訪問し、依頼書に対する

回答書を美唄市長から労働者健康安全機構の理事長へ手交させ

ていただきました。

回答書の内容なんですけれども、美唄市の考え方としまして、

これまでと変わらず、

北海道せき損センターの移転については「反対」であるが、

仮に移転した場合に、北海道せき損センターが担っている

地域医療が、現状の美唄市を含めた南空知圏域、

特に岩見沢市立総合病院、また、中空知圏域になりますけれど、

砂川市立病院で受け止められるか否かについての議論が必要、

とお伝えさせていただいて、その上で、

市立美唄病院が一定の役割を担う考えがありますということを、

示してきました。
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その中で、労働者健康安全機構の認識としましては、

施設の老朽化と国の政策医療としてのアクセスの観点から、

札幌移転は不可欠であるという認識を示され、その中で、

ただし、地元市民の不安解消と地域医療の機能分担については、

今後協議を継続することで合意させていただきました。

２番目としまして、今後の基本方針としましては、

万が一移転となった場合に備えまして、南空知圏域の医療機関を

訪問させていただきながら、

・受入体制の可能性

・機能分担のあり方

・圏域全体としての医療機能維持の具体像

これらを確認させていただき、検証したいと思っております。

なお、訪問させていただきたい医療機関につきましては、

岩見沢市立総合病院、市立三笠総合病院、砂川市立病院等を

想定しているところでございます。

訪問に際しましては、美唄市と北海道せき損センター合同

により実施したいと考えております。

最後３番目なんですけれども、関係医療機関への協力依頼という

ことで、

訪問の上、相談させていただきたい医療機関につきましては、

訪問日時及び確認事項について、調整させていただきますので、

ご協力くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。

以上でございます。

石塚部会長 ありがとうございました。

北海道せき損センターさん、お願いします。

北海道せき損 北海道せき損センター事務局長の中谷です。よろしくお願いし

センター ます。

中谷事務局長 これまでの経過等につきましては、先ほど美唄市様が報告した

とおりですが、北海道せき損センターの立場として補足させて

いただきます。

当センターの増改築につきましては、先ほどの説明がありま

したとおり、札幌への移転が唯一の選択肢であるという考えは

変わっておりません。
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また、令和５年４月に札幌移転を表明した時点からお示し

しておりますが、当センターが担ってきた、せき損以外の

地域医療につきましては、

移転後も可能な限り協力していきたいと考えております。

具体的には、患者の受入に協力いただいた病院への医師派遣、

また、美唄市の救急当番への協力（週２回）等を想定しており

ます。

その他の協力につきましても、ご相談いただければ実現に

向けて、前向きに検討し、最大限協力する所存でございます。

当センターの主要建物につきましては、築後約70年を経過して

おり、耐震基準を満たしておりません。併せて老朽化が著しい

ため、配管の破裂による漏水など、病院運営に支障をきたして

います。

先ほど、美唄市さんから報告がありましたが、今後、美唄市と

合同で行う、砂川市立を含めた南空知医療圏の各医療機関の

受入体制の調整等につきましては、スピード感をもって対応

したいと考えておりますので、ご協力をよろしくお願いいた

します。

また、本会議の資料にあるとおり、南空知医療圏の急性期の

必要病床数は過剰な状況となっております。当センターに

つきましても、特に整形外科の入院につきましては、

南空知医療圏以外からも広範囲にわたって患者さんに来て

いただいてますが、

実際ここ数年、入院対象の患者さんが減っているのが現状です。

当センターが仮に移転した場合、

５年から10年後先の話になりますが、さらに入院対象患者は

減っていくことが予想されます。

圏域全体で地域医療を維持できるように、今後の南空知医療圏

の医療体制について考えていければと思いますので、

今後ともご協力の程よろしくお願いします。

以上です。

石塚部会長 ありがとうございます。

大変難しい問題で、お互い現状の医療を維持しなければならない

ということもありますし、せき損センターとしては見合った場所
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で働きたいということで理解できました。

何か、ご質問はございますか。

今回、この会議の場において、美唄市、北海道せき損センター

との協議の状況について、委員のみなさまと共有しました。

地域医療構想専門部会では、引き続き、情報共有して参りたいと

考えておりますので、状況等に変化ありましたら、お知らせいた

だきますようお願いします。

それでは、次に進めます。

次第５のその他について、事務局からお願いします。

澤口企画主幹 事務局から委員の任期等について

別紙原稿で説明のため、省略

石塚部会長 以上で、本日予定されていた議題については、すべて終了しまし

たが、本日の議題、その他の件に関し、発言はございませんか。

ご発言がないようですので、進行を事務局にお返しします。

林課長 石塚部会長、長時間にわたり、ありがとうございました。

本日、合意いただいた「地域医療構想推進シート」は、構想を

推進していく上での工程表でもありますので、

毎年度、更新いたしますが、

令和７年度については、今後、このシートを成案として、進めて

参りたいと考えております。

なお、本日ご協議いただいた内容については、別途、南空知保健

医療福祉圏域連携推進会議にご報告させていただく予定として

おりますので、ご了承願います。

また、冒頭でもお願いしましたが、資料番号のがない資料につい

ては、取扱注意としますので、回収の御協力お願いします。

それでは、これをもちまして、本日の

南空知保健医療福祉圏域連携推進会議 地域医療構想専門部会を
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終了いたします。

長時間のご臨席、ありがとうございした。

お気をつけてお帰りください。


